
平成２６年度第１回県立図書館協議会における質問・意見及び回答

委員からの質問・意見 事務局からの回答

鳥取県のＮＰＯ「本の学校」の活 現在、宮崎県立図書館でのボラン

動や「ブックインとっとり」等の取 ティア活用例としては、毎週水曜日

組を調査・研究して、図書館でのボ ・土曜日に行っている読み聞かせが

ランティアの活用を検討していただ あり、３団体に協力していただいて

きたい。また、そのことに対する展 います。

望はどうか。 ご指摘の「図書館サポーター」と

しての取組は、全国の状況を見なが

ら今後研究していきたいと考えま

す。

全国の図書館における指定管理者 H25.6月現在の日本図書館協会調

制度の導入についての対応を調べて 査によれば、県立図書館では、岩手

ほしい。 県立図書館、岡山県立図書館(施設

管理のみ)、愛知県図書館(施設管理

のみ)の３館です。

資料整備費の削減をどのように捉 従来の予算額の確保に向けて、財

えているか。 政課等に対し、図書館における資料

購入費の重要性について、理解を求

めていきたいと思います。

資料が十分収集できないことによ 短期的な影響として雑誌購入に影

り、どのような影響があるのか。 響が出ていますが、永年保存する雑

誌は今後も購入していきます。

長期的に来年度も予算削減が継続

されれば、県民サービスへの影響も

考えられます。情報収集にも不安が

出てくると思われます。

一般図書については、県立図書館

と市町村図書館との収集について役

割を分担し、市町村図書館には県民



にとって身近な本を、県立図書館は

より専門的な本を収集・提供するな

どの工夫をして対応していきたいと

考えます。

レファレンスサービスにおいて

も、参考図書を紹介することがあり

ますが、こちらにも予算削減が長く

続くと影響が出ることが考えられま

す。

資料費が削減されたことの意味を これまで、雑誌削減等を中心に、

県民と共有した上で、県民の反応を 窓口･電話･手紙等で１１件のご意見

知りたい。 をいただいています。県民と共通認

識を得るために努力したいと考えま

す。

資料費が削減された中で、どのよ 市町村立図書館との役割分担を踏

うに図書館の機能を保つのか。 まえた選書をさらに進め、これまで

以上に効率的な予算運用を図りま

す。

今後は、従来の予算額の確保に向

けて、財政課等に対し、図書館にお

ける資料費の重要性について、理解

を求めていきたいと考えます。

図書館を利用したことがない人に 図書館の機能や役割について広く

も図書館のことを理解する機会を持 県民にＰＲできる場の設定を検討し

つことで、図書館の意義を共有でき たいと思います。

るのではないか。

資料６ページの１の（２）の予算 非常勤職員、２２条職員 の人件

額は、人件費も含んでいるのか。 費は含んでいますが、正規職員の給

与等は含んでいません。

資料１２ページの１の②の購入図 受入には、購入のほかに寄贈での



書冊数９，６７７冊と同じく③の資 受入があります。

料整備１３，４０２冊との関係はど 冊数の差異の大部分は寄贈による

うなっているのか。 ものです。

資料１４ページ以下にある貴重資 お尋ねの「公文書館」は宮崎県文

料の収集と県の公文書館とはどのよ 書センターのことと思われますが、

うな関係にあるのか。 県文書センターの資料と県立図書館

の貴重資料は収集対象が異なってお

ります。

県文書センターが収集・保存・管

理する資料は、

○県が作成した公文書のうち保存期

間が３０年のもの

○保存期間が経過した公文書のう

ち、歴史的価値のあるものとして

選別・収集した歴史資料文書

○宮崎県史編さんの過程で収集した

資料

（県文書センターHPより）となって

いますが、県立図書館の貴重資料は

主に民間の諸資料（大名家の文書、

個人蔵の資料など）を収集の対象と

しています。

図書館が行っている取組が県民に 図書館が行う各種の事業等につい

十分伝わっているのか。定期的に記 ても、県民に広くＰＲできる機会を

者レクを行うなど、取組をＰＲして つくっていけるよう検討したいと思

行くことも大切である。 います。

図書館の役割は一般県民には理解 図書館の機能や役割を分かり易い

の難しい部分があるので、これを県 言葉で広くＰＲできる方法等を検討

民に分かり易く伝えることが必要で したいと思います。

はないか。

資料費が大幅な削減に至った理由 資料購入費は、管理運営費などの



は何か。 基本経費と違い、毎年シーリングが

かかり、計算上は削減されていまし

た。今まではその分を図書館の運営

費を節約したり、県教育委員会全体

の予算を調整していただきながら、

現状維持ができていました。

しかし、今年度は図書館にも削減

できる部分がなくなり、県教育委員

会全体にも余力がなくなったため、

資料費をカバーすることができず、

大幅な削減となりました。

今後の対応としては、図書館の意 市町村立図書館との役割の違いも

義、役割等について考え方を整理し、 含めて、考え方を整理するとともに、

関係者の共通認識を得る努力をする 機会を捉えて関係者の理解が得られ

べきではないか。 るよう努めていきたいと思います。

かつて学校においてスマートフォ スマートフォンや携帯電話

ンで地震警報が鳴ったけれども、教 の持込みは禁止していません。

師がスマートフォンを持っているこ 周囲に迷惑がかかるような音や話

とに対してはとがめず、警報に対し し声がするときは、職員が注意を行

て適切に対処したことがあったが、 い、使用をやめてもらうことにして

図書館への持ち込みや警報が鳴った います。

ときの対応はどうしているのか。 警報が鳴った場合は、職員が警報

の内容を確認し、対応しています。

インフルエンザが流行する時期に インフルエンザへの特別な対応は

は、本の返却時などでも感染する危 していませんが、日頃から本の汚損

険があるが、そのようなときにはど 状態には留意しており、ひどいもの

のように対応するのか。 は閉架に回したり、燻蒸したりして

います。

また、インフルエンザの時期は閲

覧室の入口に専用の消毒液を置くと

ともに、手洗い・うがいを励行し、

感染予防に努めています。



学校図書では、図書選定の際に、 市町村立の学校には、組織上、ま

図書司書ではなく、学校の先生が対 ずは市町村立図書館への相談をお願

応している場合がある。専門的な方 いしています。

が図書購入についてアドバイスする 県立学校における選書等の助言に

といった出張サービスはできない ついては、本館での対応となります。

か。 ただし、出張サービスを行うには、

学校図書館側のニーズ、本館の職員

体制等を考慮し、サービス内容を検

討していく必要があると考えます。

なお、特別支援学校については、

移動図書館車「やまびこ」で、年３

回巡回しているので、その都度相談

いただければ、対応可能と考えます。

レファレンスを利用する際に、蔵 従来どおりの予算額の確保に向け

書が少ないと国会図書館に頼らざる て、財政課等に対し、図書館におけ

を得なくなる。専門的な蔵書は増や る資料費の重要性について、理解を

してほしい。 求めていきます。

県立図書館と市町村立図書館が提 学習する環境を整える要望にはレ

携して、勉強する場を提供したり、 ファレンスの充実も含まれていると

このような勉強がしたいという要望 思いますが、市町村立図書館にその

に応えられるようにしてほしい。 要望を伝えるとともに、職員の資質

また、子育てをしながら学べるよ 向上のための研修等を検討したいと

うな環境も整備してほしい。 思います。

また、県立図書館では小児用の児

童図書室はありますが、一般の閲覧

室から離れているので、環境整備に

は検討が必要です。

検索初任者に対して分かりやすく 館内での蔵書検索について操作方

指導を行うなどの対応がほしい。 法等がわからない場合は、職員が対

応できますが、自宅での検索につい

ては、電話等での問い合わせをして



いただくことになります。

市町村が県立図書館に何を求めて 県立図書館としても、市町村立図

いるかについてニーズ調査を行うべ 書館間の相互貸借について市町村

きではないか。 （図書館）へ調査を行おうと考えて

いたところであり、これに併せ、本

館へのニーズについても、調査を行

っていきたいと考えています。

県民が県立図書館に望むことにつ ７月から、当館への来館者のため

いてもニーズ調査を行う必要があ に常設したり、イベントに参加した

る。 方へ配布したり、市町村立図書館に

依頼してそちらの利用者に書いてい

ただいたりして、アンケート調査を

行っています。

調査内容は、開館時間の延長希望、

有料宅配サービスの実施希望、貸出

期間の延長希望、充実させてほしい

資料の希望、飲食施設設置の希望等

についてです。

図書館も自己点検をする観点か 来年度発行の図書館要覧につい

ら、要覧に課題等を記載し、その改 て、編集方法等の検討を行いたいと

善状況等を検証する必要があるので 考えます。

はないか。


